
１２月の予定 

 

 

 

 

 

 

朝夕の冷え込みも厳しくなり、いよいよ本格的な冬がやってきました。 

２０２０年もわずかとなり、師走を迎えます。４月に４年生となり、社会科見学や那須の遠足、運動会を通して、

子供達は身体だけでなく心も大きく成長しました。今年１年を振り返り、自分の成長を実感して、気持ちよく新年を

迎えられるように支援していきたいと思います。 

また冬休みに向けて、学習のまとめに取り組むとともに、充実した冬休みが過ごせるように生活面の指導もしっか

りと行いたいと思います。保護者の皆様には、今後ともご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

  

給食当番      

（       ） 

人権週間 

（４日まで） 

１ 

 

委員会 
教育相談週間 

（１８日まで） 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

６ ７ 

給食当番 

（     ）  

８ 

 

清掃強調週間 
（～１５日まで） 

人権の講話 

９ 

 

 

１０ 

 

小中一貫の日 

１１ １２ 

１３ 

 

１４ 

給食当番 

（      ） 

持久走記録会 

１５ 

 

演劇鑑賞「宝

島」 

１６ 

 

なかよしタイ

ム 

１７ 

 
 

１８ 

 

持久走記録会

予備日 

１９ 

２０ ２１ 

給食当番 

（      ） 

 

２２ 

 

クラブ 

 

２３ 

 

２４ 

 

 

２５ 

 

全校集会 

２６ 

２７ ２８ 

冬期休業 
（１月７日まで） 

 

２９ 

 

 

３０ 

 

 

３１  

 

 

 

＜１月のおもな予定＞ 
８日（金）全校集会   １２日（火）委員会のため５時間   １９日（火）クラブ  

２６日（火）クラブ、下野市新聞の日      

音楽… いろいろな音の響きを感じ取ろう 

図工… 木々をみつめて 

体育… 持久走練習、小型ハードル走 

道徳… うみがめの命 

    ふろしき一まいで 

    泣いた赤おに 

総合… みんなでつくろうやさしいまち 

国語… プラタナスの木、感動を言葉に 

    冬の楽しみ 

社会… 地域のよさを生かしたくらし 

算数… 分数をくわしく調べよう 

    どのように変わるか調べよう 

理科… 秋の生き物、みんなで使う理科室 

    ものの温度と体積 

 

お知らせ

 

学習予定 緑小学校 第４学年だより  １２月号 
 

○健康チェックについて 

 毎日健康チェックを行っていただきありがとうございます。これからの季節、インフルエ

ンザや感染性胃腸炎の流行も心配されます。ご家庭での健康管理を引き続きお願いいたしま

す。万が一、下痢や嘔吐、発熱等の症状が見られた場合、無理して登校させず、家庭で様子

を見ていただくようお願いします。学校でも手洗い、うがい、換気を徹底し、感染防止に力

を入れていきたいと思います。ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

○裁縫セットについて 

 ５年生から始まる家庭科の授業で裁縫セットを使用します。例年、家族参観の日に購入用

の封筒を配布し、購入を検討していただいていましたが、今年度は年明け以降に一括して配

布いたします。その際、詳細が載っているプリントも一緒に配布します。これらを基に検討

していただければと思います。よろしくお願いします。 

 

○栃木っ子学習状況調査について 

 先日、栃木っ子学習状況調査の結果を配布しました。お子様の得意なところや不十分なところ

を確認していただき、冬休みに栃木っ子と４年生の学習の復習をするように声掛けをお願いしま

す。１月には実力テストもあります。計画的に勉強することができるように支援・指導を学校で

も行っていきたいと思います。栃木っ子の学年全体の分析は、年明け以降に配布する予定です。 

 

 心の広場 

 総合の学習で手話体験や高齢者体験を行いました。子供達はどちらの体験も主体的に参加し、

耳の不自由な方や高齢者が困っていたら、自分から声をかけたいという思いをもった子供もいま

した。４年生は「みんなでつくろうやさしいまち」がテーマになっています。これから、いろい

ろな体験や学習を通して自分の課題を設定し、調べていくことになります。この学習を通して、

世代や立場の違った人たちの気持ちをより考えることができるようになってほしいと思います。 


